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1.  平成23年3月期の業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 財政状態 

 

(3) キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 4,533 △17.5 117 ― 21 ― 34 ―
22年3月期 5,497 △25.9 △628 ― △790 ― △799 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率 総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 1,967.22 ― 3.7 0.5 2.6
22年3月期 △45,448.45 ― △60.4 △12.1 △11.4

（参考） 持分法投資損益 23年3月期  ―百万円 22年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 3,467 951 27.5 54,085.36
22年3月期 5,278 927 17.6 52,675.05

（参考） 自己資本   23年3月期  951百万円 22年3月期  927百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 1,497 37 △1,439 166
22年3月期 1,746 223 △2,100 70

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産配当

率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
24年3月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

3.  平成24年3月期の業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 1,300 △46.5 △60 ― △90 ― △90 ― △5,113.64
通期 3,800 △16.2 120 1.9 30 39.3 30 △13.3 1,704.55



4.  その他 
(1) 重要な会計方針の変更 

(2) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有
② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 18,276 株 22年3月期 18,276 株
② 期末自己株式数 23年3月期 676 株 22年3月期 676 株
③ 期中平均株式数 23年3月期 17,600 株 22年3月期 17,600 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
・この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終
了していません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料２ページ「経営成績に関する分析」をご覧ください。 
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 （当事業年度の経営成績） 

 当期におけるわが国の経済は、円高・デフレ基調が続くものの、景気回復の兆しが一部見えてきた

かに感じました。しかし、本年３月11日に発生した震災により先行きの不透明感が広がっている状況

です。 

 住宅業界におきましては、マンション需要に回復の兆しが見え、立地・価格が需要とマッチした物

件につきましては販売状況も良好に推移いたしました。 

 このような環境の中、当社は愛知県一宮市に３棟（110戸）のマンションを完成させ、前期より繰

越した完成在庫68戸とあわせ148戸の売上を計上いたしました。 

 その結果売上高は4,533百万円と前期より964百万円（前期比17.5％減）減少しましたが、売上総利

益率が改善したこと、販売費及び一般管理費が前期と較べ291百万円減少したことなどにより営業利

益117百万円（前期は628百万円の営業損失）、経常利益21百万円（前期は790百万円の経常損失）、

当期純利益34百万円（前期は799百万円の当期純損失）となり、４期ぶりに利益を計上することがで

きました。 

 （次期の見通し） 

 平成24年３月期につきましては、震災による影響が経済活動の停滞等につながり、厳しい環境が推

移し、今後も予断を許さない状況にあると認識しております。 

 そのような環境下ではありますが、愛知県に３棟、岐阜県に２棟マンションを完成させ、通期にお

いて売上高3,800百万円（前期比16.2％減）、営業利益120百万円（前期比1.9％増）、経常利益30百

万円（前期比39.3％増）、当期純利益30百万円（前期比13.3％減）を予定しております。 

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析
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 総資産は前期末と比較し1,811百万円減少し3,467百万円となりました。主に販売用不動産及び仕掛

販売用不動産の減少1,798百万円によるものです。また、負債は1,835百万円減少し2,515百万円とな

りました。主に有利子負債の減少1,438百万円によるものです。 

 また、営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、たな卸資産の減少等により、1,497百

万円（前期は1,746百万円）となっております。また、投資活動によるキャッシュ・フローにつきま

しては、定期預金の払戻しによる収入等により37百万円（前期は223百万円）、財務活動によるキャ

ッシュ・フローにつきましては、借入金の返済による支出等により△1,439百万円（前期は△2,100百

万円）となっております。 

 この結果、当期末の現金及び現金同等物は前期末と比較して96百万円増加し、166百万円となって

おります。 

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  

 
 自己資本比率：自己資本/総資産 

 時価ベースの自己資本比率：株式時価総額/総資産 

 キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債/キャッシュ・フロー 

 インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー/利払い 

 （注1）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。 

 （注2）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。 

（注3）有利子負債は貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象と

しています。 

 (注4）平成19年３月期から平成21年３月期までは営業キャッシュ・フローがマイナスのため、キャッシ

ュフロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオは記載しておりません。 

（２）財政状態に関する分析

平成19年３月期 平成20年３月期 平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期

自己資本比率(％) 36.0 26.1 22.0 17.6 27.5

時価ベースの自己資本比率
(％)

43.0 14.4 10.9 27.7 42.7

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（％)

― ― ― 210.0 148.9

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

― ― ― 15.5 20.3
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 当社は、株主に対する利益還元を経営の重要課題の一つとして認識しており、配当原資確保のた

めの収益力を強化し、継続的かつ安定的な利益配分を行うことを基本方針としております。 

 しかしながら、当期におきましては当期純利益を計上しましたが、利益剰余金の状況を勘案し、

誠に遺憾ではありますが、期末配当は無配とさせていただきます。 

 次期の配当につきましては、次期の業績予想を達成したとしても、充分な配当原資が確保できな

いと予想されるため、引き続き無配とさせていただきます。 

  

経営成績及び財政状態の変動要因について、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項に

は、以下のようなものがあります。 

なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において、当社が判断したものです。 

  

 当社の属する不動産業界は、国土利用計画法、宅地建物取引業法、都市計画法、建築基準法等

により法的規制を受けております。 

 当社は不動産業者として、「宅地建物取引業法」に基づく免許を受け、不動産販売及び不動産

賃貸の事業を行っておりますが、将来これら法令の改正や新たな法的規制がある場合は、現在の

当社事業が何らかの制約を受ける可能性があるほか、同法に定める事項に違反した場合には、当

社の経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 

 また、平成17年４月１日の個人情報保護法施行に伴い、顧客等の個人情報を保有しております

当社では、個人情報の取得時及び保管時等における取扱マニュアルや社内規程を制定したほか、

全社員に対し勉強会を行い、個人情報の漏洩防止に努めております。 

 しかしながら、何らかの要因により個人情報が外部に流出した場合には、損害賠償費用等の発

生や個人情報保護法に基づく罰則等を受け、ひいては当社の信用低下を招く可能性があり、当社

の経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 

② 経営成績の変動要因について 

 当社の主要事業である分譲マンション事業は、購入者の需要動向に左右される傾向がありま

す。購入者の需要動向は、景気動向、不動産市況、住宅ローン等の金利動向、住宅税制等の変化

により影響を受けることから、これらの動向により、当社の経営成績及び財政状態に影響を及ぼ

す可能性があります。 

 また、建築資材や土地等の購入価格の変動により建築費用及び土地費用が上昇する場合、マン

ション販売競争の激化等によりマンションの需給バランスが悪化し、マンション価格が低下する

場合若しくは在庫が増加する場合があります。このような場合には、利益率が低下するなど、当

社の経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 

③ 有利子負債への依存について 

 当社は、マンション用地等の購入代金を主として借入金に依存しております。従いまして、金

融情勢の変化等何らかの要因により当社の資金調達に支障が生じる場合、市場金利の変動等によ

り調達コストが変動する場合には、当社の経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性がありま

す。 

④ 業績の季節変動について 

 当社の主要事業である分譲マンション事業においては、マンションの売買契約成立後、顧客へ

の引渡時に売上が計上されるため、マンションの完成時期の偏りにより上半期と下半期では経営

成績に変動が生じる可能性があります。また、当社は、工事の発注にあたり、当社の基準に適合

した施工業者を選定し、綿密な打合せをおこなっておりますが、建築工事の遅延等の理由によ

り、顧客への引渡時期が翌期にずれ込む等の場合には、当社の経営成績及び財政状態に影響を及

ぼす可能性があります。 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

（４）事業等のリスク

  ① 法的規制について
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⑤ 訴訟等について 

 当社では、マンションの開発に際し、用地取得時には土壌汚染等の有無について調査を行うほ

か、近隣住民と協議を行い、建築にあたっては十分な建築技術を要する施工業者の選定等によ

り、分譲マンションの環境及び品質確保に努めております。しかし、土壌汚染や分譲物件に係る

瑕疵等が発生した場合、訴訟その他の請求を受ける可能性があり、その結果によっては、当社の

経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 

⑥ 資金調達の財務制限条項に係るリスクについて 

 当社は、日本政策金融公庫より借入を行っておりますが、その金銭消費貸借契約には財務制限

条項が付されております。財務制限条項に抵触し、日本政策金融公庫から指示を受けたときは、

その指示に従い、本借入金の償還期限にかかわらず直ちに本借入金債務及びこれに付帯する一切

の債務の全部又は一部を弁済する義務を負っております。 

 本借入金の当事業年度末残高は43百万円であります。 

 前事業年度末より引き続きこの財務制限条項に抵触しておりますが、日本政策金融公庫の同意

を得て、引き続き従来通りの返済を継続しております。 
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  最近の有価証券報告書（平成22年６月23日提出）における「事業系統図（事業の内容）」及び「関係会

社の状況」から重要な変更がないため、開示を省略します。  

  

  当社の経営に関する最重要課題は、満足度の高い住空間を合理的な価格で消費者に提供する 

 ことであります。 

  住宅の機能及び設備等は、常に居住者の要望を取り入れることにより改善できるものであ 

 り、そのためには地域密着型の営業展開が不可欠であると認識しております。その具体的施策 

 として当社は、地域密着型の営業活動を行うためにターゲットとするエリアに支店を開設し、 

 土地の仕入からプランニング、設計・施工会社との協議、そして販売まで各支店毎に責任を持 

 たせる方針で経営しております。この営業戦略には以下のようなメリットが考えられます。 

 ① その地域のニーズを迅速にしかも的確に把握することができる。 

 ② 常時そのエリアで分譲することにより見込客をプールすることができる。 

 ③ 地元不動産業者や地元金融機関からの土地情報が得られやすくなる。 

 ④ 入居後のアフターサービスに対しても即座に対応でき、当社と購入者との相互信頼感が高 

   まる。 

①売上高経常利益率・・・10％以上 

 ②自己資本比率・・・・・50％以上 

  当社は現在マンションの企画・販売を主要業務としておりますが、中期的には木造一戸建お  

 よびマンション管理業務へと進出を図り、総合デベロッパーとして事業展開してゆくことを視 

 野にいれております。 

  住宅業界は依然として厳しい環境の中にありますが、良質な住宅への欲求は今後も期待されると考

えられます。 

  当社は、過去の業績を教訓とし、売れるマンションの３要素である、価格・環境・交通アクセスの

原点に戻り、当社の器に合ったマンション用地仕入や、時代にマッチした住宅エコポイント制度の

対象となるマンションを引続き展開していくほか、役員はじめ全従業員の意識改革を更に向上さ

せ、業績の向上に邁進する所存であります。 

  

２．企業集団の状況

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）目標とする経営指標

（３）中長期的な会社の経営戦略

（４）会社の対処すべき課題
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４．財務諸表 
（１）貸借対照表 

(単位：千円)

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 ※1  112,582 ※1  174,693

売掛金 15,291 12,872

販売用不動産 ※1  2,250,795 ※1  851,050

仕掛販売用不動産 ※1  1,633,619 ※1  1,234,400

貯蔵品 1,682 1,033

前払費用 9,023 5,882

その他 2,451 4,459

貸倒引当金 △1,400 △1,400

流動資産合計 4,024,047 2,282,991

固定資産   

有形固定資産   

建物 ※1  783,684 ※1  783,684

減価償却累計額 △220,094 △234,735

建物（純額） 563,589 548,948

構築物 1,800 1,800

減価償却累計額 △1,612 △1,651

構築物（純額） 187 148

車両運搬具 18,145 17,031

減価償却累計額 △15,774 △15,507

車両運搬具（純額） 2,371 1,524

工具、器具及び備品 103,076 86,960

減価償却累計額 △58,485 △43,802

工具、器具及び備品（純額） 44,590 43,158

土地 ※1  452,096 ※1  452,096

有形固定資産合計 1,062,834 1,045,876

無形固定資産   

電話加入権 2,963 2,963

無形固定資産合計 2,963 2,963

投資その他の資産   

投資有価証券 ※1  90,221 ※1  78,578

出資金 290 290

長期前払費用 14,514 12,812

差入保証金 ※1  27,837 ※1  24,272

会員権 10,000 10,000

破産更生債権等 92,990 －

その他 13,704 9,717

貸倒引当金 △60,800 －

投資その他の資産合計 188,757 135,670

固定資産合計 1,254,555 1,184,509

資産合計 5,278,602 3,467,500
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(単位：千円)

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 511,297 155,582

1年内償還予定の社債 100,000 100,000

短期借入金 ※1  2,106,600 ※1  1,160,500

1年内返済予定の長期借入金 ※1  924,004 ※1  413,292

未払金 40,553 10,986

未払費用 5,181 4,681

未払法人税等 2,910 2,110

未払消費税等 42,376 18,387

前受金 ※1  26,727 ※1  39,620

預り金 1,228 893

流動負債合計 3,760,879 1,906,054

固定負債   

社債 300,000 200,000

長期借入金 ※1  237,258 ※1  355,334

繰延税金負債 2,622 －

退職給付引当金 43,183 44,365

受入保証金 7,579 7,845

債務保証損失引当金 － 2,000

固定負債合計 590,642 609,544

負債合計 4,351,522 2,515,598

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,017,995 1,017,995

資本剰余金   

資本準備金 332,803 －

資本剰余金合計 332,803 －

利益剰余金   

利益準備金 14,600 －

その他利益剰余金   

別途積立金 400,000 －

繰越利益剰余金 △758,940 23,086

利益剰余金合計 △344,340 23,086

自己株式 △83,211 △83,211

株主資本合計 923,246 957,869

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 3,834 △5,967

評価・換算差額等合計 3,834 △5,967

純資産合計 927,080 951,902

負債純資産合計 5,278,602 3,467,500
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（２）損益計算書 

(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高   

不動産売上高 5,456,613 4,487,082

賃貸事業売上高 40,943 46,346

売上高合計 5,497,557 4,533,429

売上原価   

不動産売上原価 ※1  5,361,956 ※1  3,945,087

賃貸事業売上原価 20,583 19,059

売上原価合計 5,382,540 3,964,146

売上総利益 115,016 569,282

販売費及び一般管理費   

役員報酬 44,355 32,520

給料及び手当 193,443 135,568

その他の人件費 34,634 28,651

退職給付費用 14,251 3,735

販売手数料 29,751 9,796

減価償却費 10,936 5,728

賃借料 2,153 2,324

租税公課 68,360 37,437

広告宣伝費 238,305 115,039

支払手数料 28,445 24,816

その他 78,785 55,940

販売費及び一般管理費合計 743,422 451,558

営業利益又は営業損失（△） △628,405 117,723

営業外収益   

受取利息 76 88

受取配当金 1,745 1,997

違約金収入 545 2,682

その他 854 449

営業外収益合計 3,221 5,217

営業外費用   

支払利息 105,508 68,158

社債利息 6,842 5,618

株主優待費 53,120 27,115

雑損失 － 519

営業外費用合計 165,470 101,411

経常利益又は経常損失（△） △790,654 21,530
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(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

特別利益   

固定資産売却益 ※2  586 －

投資有価証券売却益 61,691 1,044

貸倒引当金戻入額 － 12,880

保険差益 1,011 －

特別利益合計 63,288 13,924

特別損失   

固定資産売却損 ※4  16,000 －

固定資産除却損 ※3  3,139 ※3  392

貸倒引当金繰入額 52,000 －

特別損失合計 71,139 392

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △798,505 35,063

法人税、住民税及び事業税 1,387 440

法人税等合計 1,387 440

当期純利益又は当期純損失（△） △799,892 34,623
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（３）株主資本等変動計算書 

(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 1,017,995 1,017,995

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,017,995 1,017,995

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 332,803 332,803

当期変動額   

資本準備金の取崩 － △332,803

当期変動額合計 － △332,803

当期末残高 332,803 －

その他資本剰余金   

前期末残高 － －

当期変動額   

資本準備金からその他資本剰余金への振
替

－ 332,803

その他資本剰余金から繰越利益剰余金へ
の振替

－ △332,803

当期変動額合計 － －

当期末残高 － －

資本剰余金合計   

前期末残高 332,803 332,803

当期変動額   

資本準備金の取崩 － △332,803

資本準備金からその他資本剰余金への振
替

－ 332,803

その他資本剰余金から繰越利益剰余金へ
の振替

－ △332,803

当期変動額合計 － △332,803

当期末残高 332,803 －

利益剰余金   

利益準備金   

前期末残高 14,600 14,600

当期変動額   

利益準備金の取崩 － △14,600

当期変動額合計 － △14,600

当期末残高 14,600 －

その他利益剰余金   

別途積立金   

前期末残高 1,700,000 400,000

当期変動額   

別途積立金の取崩 △1,300,000 △400,000

当期変動額合計 △1,300,000 △400,000

当期末残高 400,000 －

繰越利益剰余金   

前期末残高 △1,259,047 △758,940
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(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当期変動額   

剰余金の配当 － －

別途積立金の取崩 1,300,000 400,000

その他資本剰余金から繰越利益剰余
金への振替

－ 332,803

利益準備金から繰越利益剰余金への
振替

－ 14,600

当期純利益又は当期純損失（△） △799,892 34,623

当期変動額合計 500,107 782,026

当期末残高 △758,940 23,086

利益剰余金合計   

前期末残高 455,552 △344,340

当期変動額   

剰余金の配当 － －

別途積立金の取崩 － －

その他資本剰余金から繰越利益剰余金へ
の振替

－ 332,803

当期純利益又は当期純損失（△） △799,892 34,623

当期変動額合計 △799,892 367,426

当期末残高 △344,340 23,086

自己株式   

前期末残高 △82,757 △83,211

当期変動額   

自己株式の取得 △454 －

当期変動額合計 △454 －

当期末残高 △83,211 △83,211

株主資本合計   

前期末残高 1,723,593 923,246

当期変動額   

剰余金の配当 － －

当期純利益又は当期純損失（△） △799,892 34,623

自己株式の取得 △454 －

当期変動額合計 △800,347 34,623

当期末残高 923,246 957,869

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 △3,081 3,834

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 6,916 △9,801

当期変動額合計 6,916 △9,801

当期末残高 3,834 △5,967

評価・換算差額等合計   

前期末残高 △3,081 3,834

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 6,916 △9,801

当期変動額合計 6,916 △9,801

当期末残高 3,834 △5,967
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(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

純資産合計   

前期末残高 1,720,511 927,080

当期変動額   

剰余金の配当 － －

当期純利益又は当期純損失（△） △799,892 34,623

自己株式の取得 △454 －

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 6,916 △9,801

当期変動額合計 △793,430 24,821

当期末残高 927,080 951,902
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（４）キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △798,505 35,063

減価償却費 21,788 16,579

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,005 1,181

貸倒引当金の増減額（△は減少） 52,000 △60,800

受取利息及び受取配当金 △1,822 △2,086

支払利息 112,350 73,776

有形固定資産除却損 3,139 392

有形固定資産売却損益（△は益） 15,413 －

投資有価証券売却損益（△は益） △61,691 △1,044

保険差益 △1,011 －

売上債権の増減額（△は増加） 12,605 2,419

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,105,183 1,799,614

前払費用の増減額（△は増加） 122 47

仕入債務の増減額（△は減少） 345,580 △355,714

未払金の増減額（△は減少） △25,552 △29,222

未払費用の増減額（△は減少） △2,303 △467

前受金の増減額（△は減少） △2,695 12,893

その他 81,852 74,759

小計 1,854,447 1,567,392

利息及び配当金の受取額 1,822 2,086

保険金の受取額 1,290 －

利息の支払額 △108,754 △70,715

法人税等の支払額 △2,310 △1,387

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,746,495 1,497,375

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △121,868 △24,000

定期預金の払戻による収入 107,949 58,131

有形固定資産の売却による収入 150,027 －

投資有価証券の取得による支出 △104 △5,003

投資有価証券の売却による収入 93,864 5,267

敷金及び保証金の差入による支出 △3,635 －

敷金及び保証金の回収による収入 178 3,565

その他 △3,000 △13

投資活動によるキャッシュ・フロー 223,410 37,947
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(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 2,620,000 1,602,000

短期借入金の返済による支出 △3,450,400 △2,548,100

長期借入れによる収入 530,000 607,000

長期借入金の返済による支出 △1,650,738 △999,636

社債の償還による支出 △148,000 △100,000

自己株式の取得による支出 △454 －

配当金の支払額 △701 △344

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,100,293 △1,439,080

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △130,386 96,242

現金及び現金同等物の期首残高 200,837 70,450

現金及び現金同等物の期末残高 70,450 166,693
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当社は、最近におけるマンション市況悪化の影響を受け、当事業年度において、連続して営業損失を

計上しております。また、今後のマンション需要回復の不透明性が当社の資金繰りに影響を及ぼす可能

性があり、継続企業の前提に重要な疑義が存在しております。 

 当社はこのような状況を解消するため、事業の再構築を図るべく計画を策定いたしました。 

 その主な内容は以下のとおりであります。 

 １. 本社を名古屋南支店内に移転し本社経費の削減を図るとともに岐阜支店を一宮支店に統合、  

   岡崎支店・名古屋東支店を名古屋南支店に統合しており、コスト削減を図るとともに本支店 

   の統合を受け人員の適正化を行っております。 

 ２. 当社社員による販売体制を強化し、広告宣伝費や販売手数料を含む全ての項目に亘ってコス 

   トダウンを図ります。 

 ３. 顧客のニーズにあった商品企画を徹底しコスト増なく好まれる物件開発を行います。 

 ４. 過度な仕入先行を行わず経営の効率化・スリム化を果たします。 

 ５. 金融機関との良好な関係を継続して維持することにより、今後の販売状況から生ずる資金需 

   要に応じた支援を得られるように致します。 

 なお、この計画に基づく対応策は現在進行中でありますが、マンション需要の回復や金融機関の支援

などに依存しており、なお継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

 財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を財

務諸表に反映していません。 

  

 該当事項はありません。 
  

（５）継続企業の前提に関する注記

前事業年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日)

当事業年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日)
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（６）重要な会計方針

項目
前事業年度

(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

１ 有価証券の評価基準及び

評価方法

その他有価証券

時価のあるもの

決算末日の市場価格等に基づく時

価法(評価差額は全部純資産直入

法により処理し、売却原価は移動

平均法により算定)

その他有価証券

時価のあるもの

同左

２ たな卸資産の評価基準及

び評価方法

販売用不動産及び仕掛不動産 

 個別法による原価法（貸借対照表価

額については収益性の低下に基づく簿

価切下げの方法）

販売用不動産及び仕掛不動産 

 同左

貯蔵品

最終仕入原価法に基づく原価法

貯蔵品 

 同左

３ 固定資産の減価償却の方

法

有形固定資産

定率法

 但し、平成10年４月１日以降取得の

建物(建物附属設備を除く)については

定額法。なお主な耐用年数は以下のと

おりであります。

建物・構築物 ７～50年

車輌運搬具・器具及び備品

３～20年

有形固定資産 

 同左

長期前払費用

均等償却

長期前払費用 

 同左

４ 引当金の計上基準 貸倒引当金

 債権の貸倒れによる損失に備えるた

め、一般債権については貸倒実績率に

より、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を検討し回収

不能見込額を計上しております。

貸倒引当金

 同左

退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため、当

期末における退職給付債務の見込額に

基づき計上しております。

退職給付引当金

 同左

― 債務保証損失引当金 

 保証債務の履行により生ずる債権の

貸倒れによる損失に備えるため、保証

債務残高について貸倒実績率に基づき

計上しております。

５ キャッシュ・フロー計算

書における資金の範囲

 手許現金、要求払預金及び取得日か

ら３ヵ月以内に満期日又は償還日の到

来する流動性の高い、容易に換金可能

であり、かつ、価値の変動について僅

少なリスクしか負わない短期的な投資

であります。

 同左

６ その他財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事

項

消費税等の会計処理 

 消費税及び地方消費税の会計処理は

税抜方式によっており、控除対象外消

費税等については、販売費及び一般管

理費に計上しております。

消費税等の会計処理 

 同左
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（７）重要な会計方針の変更

会計方針の変更

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

（株主優待費の計上について）

 当期より株主優待費用につきましては、営業外費用

に計上いたしております。 

 これは、当社の株主優待費用は百貨店の発行する商

品券であり、自社商品の提供あるいは割引といった販

売促進とは性格を異にし、株主への利益還元である資

本コストと考えられるとの見直しを行ったためであり

ます。 

 なお、前期までの株主優待費は販売費及び一般管理

費のその他に含んでおります。 

 これにより従来の方法に比べ当期の営業損失は

53,120千円減少し、経常損失、税引前当期純損失及び

当期純損失は影響ありません。

（資産除去債務に関する会計基準の適用について）

 当事業年度より、「資産除去債務に関する会計基準」

（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び「資産

除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しており

ます。これによる損益に与える影響はありません。
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（８）財務諸表に関する注記事項

(貸借対照表関係)

前事業年度 
(平成22年３月31日)

当事業年度 
(平成23年３月31日)

※１ 担保提供資産

 定期預金 10,131千円

 販売用不動産 2,223,179

 仕掛販売用不動産 936,439

 建物 544,675

 土地 443,007

 投資有価証券 71,287

 差入保証金 19,880

 計 4,248,599
 

※１ 担保提供資産

販売用不動産 437,237千円

仕掛販売用不動産 907,389

建物 530,710

土地 443,007

投資有価証券 39,014

差入保証金 19,880

計 2,377,238

   上記に対する債務

 短期借入金 1,606,600千円

 一年内返済予定の
 長期借入金

678,912

 長期借入金 64,632

 前受金 6,358

 計 2,356,502

   上記に対する債務

 短期借入金 1,142,500千円

一年内返済予定の
長期借入金

358,200

 長期借入金 237,800

 前受金 12,392

 計 1,750,892

 ２ 偶発債務 

   顧客の住宅ローン残高について金融機関に対し 

   て債務保証を行っております。 

    債務保証額         50,000千円 

 ２ 偶発債務 

   顧客の住宅ローン残高について金融機関に対し 

   て債務保証を行っております。 

    債務保証額         48,000千円 

   

(損益計算書関係)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

※１通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の低

下による簿価切下額

 不動産売上原価 307,700千円

※１         ――

※２ 固定資産売却益の内訳は次のとおりであります。

土地 293千円

建物 292

 計 586

※２         ――

 

※３ 固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。

工具、器具及び備品 139千円

解体工事費 3,000

  計 3,139

※３ 固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。

工具、器具及び備品 291千円

車輌運搬具 87

備品撤去費 13

  計 392

 

※４ 固定資産売却損の内訳は次のとおりであります。

土地 9,314千円

建物 6,215

構築物 5

車両運搬具 464

  計 16,000

※４         ――
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 (注) 普通株式の増加は、取締役会決議に基づく取得によるものであります。 

 該当事項はありません。 
  

   該当事項はありません。 

  

 
  

 
  

 該当事項はありません。 
  

   該当事項はありません。 

  

  

 
  

(株主資本等変動計算書関係)

前事業年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日）

１ 発行済株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 18,276 ― ― 18,276

２ 自己株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 668 8 ― 676

３ 新株予約権等に関する事項

４ 配当に関する事項

当事業年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日）

１ 発行済株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 18,276 ― ― 18,276

２ 自己株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 676 ― ― 676

３ 新株予約権等に関する事項

４ 配当に関する事項

(キャッシュ・フロー計算書関係)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

 

現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に記載され

ている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 112,582千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △42,131

現金及び現金同等物 70,450
 

現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に記載され

ている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 174,693千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △8,000

現金及び現金同等物 166,693
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

 前事業年度(自  平成21年４月１日  至  平成22年３月31日) 

     (追加情報） 

   当事業年度より、「金融商品に関する会計基準」(企業会計基準第10号  平成20年３月10日)及 

   び「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第19号  平成20年３月 

   10日)を適用しております。 

  

1.金融商品の状況に関する事項 

（1)金融商品に対する取組方針 

当社は、マンションの企画・販売を行うための用地取得に関して、必要な資金を銀行借入により調達

しております。一時的な余資は安全性の高い金融資産で運用し、また、短期的な運転資金を主に銀行借

入により調達しております。 

(2)金融商品の内容及びそのリスク 

営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。投資有価証券は、主に取引先企業

との業務に関連する株式であり、市場価格の変動リスクに晒されております。 

破産更生債権等につきましては、回収可能見込額を超える部分について全額引当金を計上しておりま

す。 

 営業債務である買掛金は、すべて１年以内の支払期日であります。 

 借入金、社債は、事業に必要な資金の調達を目的としたものでありますが、このうち一部は変動金利

であるため金利の変動リスクに晒されております。 

 また、借入金の一部について財務制限条項が付されているものがあり、これに抵触しましたが、引き

続き従来通りの返済の継続を要請する予定であります。   

    

(リース取引関係)

前事業年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日)

当事業年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日)

(金融商品関係)
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   (3)金融商品に係るリスク管理体制 

     ①信用リスクの管理 

      当社は、営業債権、その他の投資について、主要な相手先の状況を定期的にモニタリング 

      し、回収懸念の早期把握や軽減を図っております。 

         ②市場リスクの管理 

      投資有価証券については、定期的に時価や取引先の財務状況を把握しております。 

     ③資金調達に係る流動性リスクの管理 

      当社は、経理部が適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、営業部より分譲代金の回 

      収状況を常時ヒアリングすることにより、流動性リスクを管理しております。 

     (4)金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

     金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算 

     定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいる 

        ため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することもあります。 

   (5)信用リスクの集中 

    当事業年度末における営業債権中には、該当事項はありません。 

   ２．金融商品の時価等に関する事項 

平成22年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであ

ります。 

                                      （単位：千円） 

 
（注１）金融商品の時価の算定方法並びに投資有価証券に関する事項 

    資産 

    (1)現金及び預金 

      これらはすべて短期であるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額 

      によっております。 

        (2)売掛金 

      売掛金につきましては、一定の期間ごとに区分した債権ごとに、債権額を満期までの期間 

      及び信用リスクを加味した利率により割り引いた現在価値によっております。 

 貸借対照表計上額 時価 差額

(1) 現金及び預金 112,582 112,582 ―

(2) 売掛金 15,291 14,383 △908

(3) 投資有価証券 90,221 90,221 ―

(4) 破産更生債権等 92,990

    貸倒引当金(※) △60,800

32,190 32,190 ―

資産計 250,286 249,378 △908

(1) 買掛金 511,297 511,297 ―

(2) 短期借入金 2,106,600 2,106,600 ―

(3) 社債 400,000 386,989 △13,010

(4) 長期借入金 1,161,262 1,146,633 △14,628

負債計 4,179,159 4,151,520 △27,638
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    (3)投資有価証券 

      投資有価証券につきましては、取引所の価格によっております。また当社は、満期保有目 

      的の債券は保有しておらず、保有目的が変更となった株式はありません。 

      投資有価証券の当事業年度中の売却額は93,864千円、売却益の合計額は61,691千円であ 

       ります。 

      保有目的ごとの有価証券に関する注記事項については、「有価証券関係」注記を参照下 

      さい。 

        (4)破産更生債権等 

      貸倒懸念債権については、担保及び保証による回収見込額等に基づいて貸倒見積高を算定 

      しているため、時価は当事業年度末における貸借対照表価額から現在の貸倒見積高を控除 

      した金額に近似しており、当該価額をもって時価としております。 

        負債 

    (1)買掛金及び短期借入金 

      これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額 

      によっております。 

        (2)社債 

      当社の発行する社債は私募債であり、市場価格がないため、元利金合計額を当該社債の 

      残存期間及び信用リスクを加味した利率で割り引いた現在価値により算定しております。 

        (3)長期借入金 

      元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価 

      値により算定しております。       

(注２）売掛金の当事業年度末後の償還予定額 

 
(注３）社債、長期借入金の当事業年度末後の返済予定額 

 
  

(単位：千円）

区分 １年以内
１年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超 
５年以内

５年超

売掛金 3,126 1,922 1,843 1,474 1,172 4,844

(単位：千円）

区分 １年以内
１年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超 
５年以内

５年超

社債 100,000 100,000 100,000 100,000 ― ―

長期借入金 924,004 68,004 42,604 33,804 33,804 59,042

合計 1,024,004 168,004 142,604 133,804 33,804 59,042
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 当事業年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日) 

  1.金融商品の状況に関する事項 

   (1)金融商品に対する取組方針 

     当社は、マンションの企画・販売を行うための用地取得に関して、必要な資金を銀行借入に 

     より調達しております。一時的な余資は安全性の高い金融資産で運用し、また、短期的な運 

     転資金を主に銀行借入により調達しております。 

      (2)金融商品の内容及びそのリスク 

     営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。 

     投資有価証券は、主に取引先企業との業務に関連する株式であり、市場価格の変動リスクに 

     晒されております。 

         営業債務である買掛金は、すべて１年以内の支払期日であります。 

     借入金、社債は、事業に必要な資金の調達を目的としたものでありますが、このうち一部は 

     変動金利であるため金利の変動リスクに晒されております。 

また、借入金の一部について財務制限条項が付されているものがあり、これに抵触しております

が、借入先である日本政策金融公庫より同意を得て従来通りの返済を継続しております。       

   (3)金融商品に係るリスク管理体制 

     ①信用リスクの管理 

      当社は、営業債権、その他の投資について、主要な相手先の状況を定期的にモニタリング 

      し、回収懸念の早期把握や軽減を図っております。 

         ②市場リスクの管理 

      投資有価証券については、定期的に時価や取引先の財務状況を把握しております。 

     ③資金調達に係る流動性リスクの管理 

      当社は、経理部が適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、営業部より分譲代金の回 

      収状況を常時ヒアリングすることにより、流動性リスクを管理しております。 

      (4)金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

     金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算 

     定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいる 

         ため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することもあります。   

     （5)信用リスクの集中 

     当事業年度末における営業債権中には、該当事項はありません。 
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  ２．金融商品の時価等に関する事項 

      平成23年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のと 

       おりであります。 

                                      （単位：千円） 

 
(※)売掛金については対応する貸倒引当金を控除しております。 

  

（注１）金融商品の時価の算定方法並びに投資有価証券に関する事項 

    資産 

    (1)現金及び預金 

      これらはすべて短期であるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額 

      によっております。 

        (2)売掛金 

      売掛金につきましては、一定の期間ごとに区分した債権ごとに、債権額を満期までの期間 

      及び信用リスクを加味した利率により割り引いた現在価値によっております。 

    (3)投資有価証券 

      投資有価証券につきましては、取引所の価格によっております。また当社は、満期保有目 

      的の債券は保有しておらず、保有目的が変更となった株式はありません。 

 投資有価証券の当事業年度中の売却額は5,267千円、売却益の合計額は1,044千円であります。 

      保有目的ごとの有価証券に関する注記事項については、「有価証券関係」注記を参照下 

      さい。 

        負債 

    (1)買掛金及び短期借入金 

      これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額 

      によっております。 

        (2)社債 

      当社の発行する社債は私募債であり、市場価格がないため、元利金合計額を当該社債の 

      残存期間及び信用リスクを加味した利率で割り引いた現在価値により算定しております。 

貸借対照表計上額 時価 差額

(1) 現金及び預金 174,693 174,693 ―

(2) 売掛金 12,872

    貸倒引当金(※） △1,400

11,472 10,734 △738

(3) 投資有価証券 78,578 78,578 ―

資産計 264,744 264,005 △738

(1) 買掛金 155,582 155,582 ―

(2) 短期借入金 1,160,500 1,160,500 ―

(3) 社債 300,000 293,446 △6,553

(4) 長期借入金 768,626 749,792 △18,833

負債計 2,384,708 2,359,321 △25,386
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        (3)長期借入金 

      元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価 

      値により算定しております。       

(注２）売掛金の当事業年度末後の償還予定額 

 
(注３）社債、長期借入金の当事業年度末後の返済予定額 

 
  

 
(注) 表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。 

  

２ 当事業年度中に売却したその他有価証券（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

 
  

(単位：千円）

区分 １年以内
１年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超 
５年以内

５年超

売掛金 2,699 1,927 1,575 1,281 1,142 4,246

(単位：千円）

区分 １年以内
１年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超 
５年以内

５年超

社債 100,000 100,000 100,000 ― ― ―

長期借入金 413,292 172,892 34,092 34,092 34,092 80,166

合計 513,292 272,892 134,092 34,092 34,092 80,166

(有価証券関係)

前事業年度(平成22年３月31日)

１ その他有価証券で時価のあるもの

種類
貸借対照表計上額

(千円)
取得原価 
(千円)

差額
(千円)

貸借対照表計上額が取得原価を超
えるもの

(1) 株式 71,671 59,300 12,371

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 ― ― ―

計 71,671 59,300 12,371

貸借対照表計上額が取得原価を超
えないもの

(1) 株式 18,550 24,465 △5,915

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 ― ― ―

計 18,550 24,465 △5,915

合計 90,221 83,765 6,456

区分 売却額（千円） 売却益の合計額（千円） 売却損の合計額（千円）

株式 93,864 61,691 ―
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(注) 表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。 

  

２ 当事業年度中に売却したその他有価証券（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

 
  

    該当事項はありません。 

  

    該当事項はありません。 

  

  

  

 
  

当事業年度(平成23年３月31日)

１ その他有価証券で時価のあるもの

種類
貸借対照表計上額

(千円)
取得原価 
(千円)

差額
(千円)

貸借対照表計上額が取得原価を超
えるもの

(1) 株式 39,188 33,900 5,287

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 ― ― ―

計 39,188 33,900 5,287

貸借対照表計上額が取得原価を超
えないもの

(1) 株式 39,390 50,645 △11,255

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 ― ― ―

計 39,390 50,645 △11,255

合計 78,578 84,545 △5,967

区分 売却額（千円） 売却益の合計額（千円） 売却損の合計額（千円）

株式 5,267 1,044 ―

(デリバティブ取引関係)

前事業年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日)

当事業年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日)

(退職給付関係)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

１ 採用している退職給付制度の概要

 平成14年４月より退職金制度について退職一時金

制度を採用しております。

１ 採用している退職給付制度の概要

 平成14年４月より退職金制度について退職一時金

制度を採用しております。

２ 退職給付債務に関する事項

退職給付債務(簡便法) 43,183千円

２ 退職給付債務に関する事項

退職給付債務(簡便法) 44,365千円

３ 退職給付費用に関する事項

勤務費用 14,251千円

３ 退職給付費用に関する事項

勤務費用 3,735千円
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

 
  

(ストック・オプション等関係)

前事業年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日)

当事業年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日)

(税効果会計関係)

前事業年度 
(平成22年３月31日)

当事業年度 
(平成23年３月31日)

 

Ⅰ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

(流動)

 繰延税金資産

   繰越欠損金 810,966千円

  未払事業税 1,060千円

  その他 640千円

  繰延税金資産小計 812,667千円

  評価性引当額 △812,667千円

  繰延税金資産合計 ― 千円

(固定）

 繰延税金資産

  投資有価証券評価損 15,199千円

  退職給付引当金 17,532千円

  減損損失 28,366千円

  たな卸評価損 16,240千円

  その他 51,104千円

  繰延税金資産小計 128,444千円

  評価性引当額 △128,444千円

  繰延税金資産合計 ― 千円
 

Ⅰ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

(流動)

 繰延税金資産

   繰越欠損金 823,455千円

  未払事業税 677千円

  その他 632千円

  繰延税金資産小計 824,766千円

  評価性引当額 △824,766千円

  繰延税金資産合計 ― 千円

(固定）

 繰延税金資産

  減損損失 28,366千円

  退職給付引当金 18,012千円

  たな卸評価損 16,240千円

  その他 27,232千円

  繰延税金資産小計 89,851千円

  評価性引当額 △89,851千円

  繰延税金資産合計 ― 千円

Ⅱ 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

税引前当期純損失を計上したため、法定実効税率と

法人税等の負担率との差異の原因は記載しておりま

せん。

Ⅱ 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

法定実効税率 40.6％

（調整）

交際費等永久に損金に参入

されない項目 83.0％

住民税均等割 1.3％

貸倒引当金取崩認容他 △123.6％

税効果会計適用後の法人税等 1.3％

の負担率
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  該当事項はありません。 

  

    該当事項はありません。 

  

    該当事項はありません。 

(企業結合等関係)

前事業年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日)

当事業年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日)

(資産除去債務関係)
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前事業年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

 （追加情報） 

    当事業年度から「賃貸等不動産の時価等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第20号  

  平成20年11月28日）及び「賃貸等不動産の時価等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業 

   会計基準適用指針第23号 平成20年11月28日）を適用しております。 

  

   当社では、愛知県その他の地域において、賃貸用のマンション等を所有しております。 

    平成22年３月期における当該賃貸等不動産に関する賃貸損益は20,359千円（賃貸収益は売上 

   高に、賃貸原価は売上原価に計上）、売却損益は△15,211千円（売却益は特別利益に、売却損 

  は特別損失に計上）であります。 

     また、賃貸等不動産の貸借対照表計上額、当事業年度増減額及び時価は次のとおりでありま 

  す。 

  

 
（注）1.貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金   

     額であります。 

    2.当事業年度減少額のうち主なもの 

     岐阜支店（遊休資産）の売却  82,398千円 

     社宅及び駐車場の売却     31,281千円 

    3.時価の算定方法 

     固定資産税評価額に基づいた金額に合理的な調整を行って算定しております。 

(賃貸等不動産関係)

(単位：千円）

貸借対照表計上額
当事業年度末の時価

前事業年度末残高 当事業年度増減額 当事業年度末残高

856,806 △113,679 732,640 384,464
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当事業年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

   当社では、愛知県その他の地域において、賃貸用のマンション等を所有しております。 

    平成23年３月期における当該賃貸等不動産に関する賃貸損益は27,287千円（賃貸収益は売上 

   高に、賃貸原価は売上原価に計上）であります。 

     また、賃貸等不動産の貸借対照表計上額、当事業年度増減額及び時価は次のとおりでありま 

  す。 

  

 
（注）1.貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金   

     額であります。 

    2.時価の算定方法 

     固定資産税評価額に基づいた金額に合理的な調整を行って算定しております。 

  

(単位：千円）

貸借対照表計上額
当事業年度末の時価

前事業年度末残高 当事業年度増減額 当事業年度末残高

732,640 ― 722,153 406,652
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【セグメント情報】  

 (追加情報) 

 第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用

指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

    １  報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。 

 当社は、新築マンションの分譲事業を主要事業として営業活動を展開しております。その他に愛

知県その他の地域において賃貸用のマンション等を所有しております。 

 当社は「分譲マンション事業」と「賃貸事業」を２つの報告セグメントとしております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

 報告セグメントの利益は営業利益ベースであります。 

 全社資産、全社負債に関しましては、本社機能に関して合理的に算定しております。  

  

３  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

    当会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

 
  

(セグメント情報等)

(単位：千円)

報告セグメント

その他 合計
分譲マンション

事業
賃貸事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 4,487,082 46,346 4,533,429 ― 4,533,429

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 4,487,082 46,346 4,533,429 ― 4,533,429

セグメント利益 263,989 27,287 291,276 ― 291,276

セグメント資産 2,544,420 722,153 3,266,573 ― 3,266,573

セグメント負債 2,495,199 ― 2,495,199 ― 2,495,199

その他の項目

  減価償却費 5,116 ― 5,116 ― 5,116

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額

― ― ― ― ―
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４  報告セグメント合計額と財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項) 

 
  

 
 (注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

 
  

(単位：千円)

売上高 金額

報告セグメント計 4,533,429

その他の売上高 ―

セグメント間取引消去 ―

財務諸表の売上高 4,533,429

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 291,276

その他の利益 ―

セグメント間取引消去 ―

全社費用 173,553

棚卸資産の調整額 ―

財務諸表の営業利益 117,723

(単位：千円)

資産 金額

報告セグメント計 3,266,573

その他の資産 ―

全社資産 200,927

その他の調整額 ―

財務諸表の資産合計 3,467,500
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当事業年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

１  製品及びサービスごとの情報 

  セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略いたします。 

２  地域ごとの情報 

(1) 売上高 

在外子会社及び在外支店はありませんので記載を省略いたします。 

(2) 有形固定資産 

     在外子会社及び在外支店はありませんので記載を省略いたします。 

３  主要な顧客ごとの情報 

当社の顧客は分譲マンション購入者であり、主要顧客としての大口取引先は存在しないため記載を省

略いたします。 

  

当事業年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

    該当事項はありません。 

  

当事業年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

    該当事項はありません。 

  

当該事業年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

 該当事項はありません。 

  

(単位：千円)

負債 金額

報告セグメント計 2,495,199

その他の負債 ―

全社負債 20,398

財務諸表の負債合計 2,515,598

(単位：千円)

その他の項目 報告セグメント計 調整額 財務諸表計上額

減価償却費 5,116 611 5,728

有形固定資産及び無形固定資産の増加額 ― ― ―

(関連情報)

(報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報)

(報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報)

(報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報)

㈱エムジーホーム（8891)平成23年3月期決算短信（非連結）

34



関連会社がないため、該当事項はありません。 

  

関連会社がないため、該当事項はありません。 

  

    役員 

 
（注） 取引条件及び取引条件の決定方針 

      当社は、銀行借入に対して代表取締役阿部洋二より債務保証を受けております。取引金額 

         は、平成22年３月31日の借入残高を記載しております。また、当該保証に対しては、保証料 

         の支払は行っておりません。 

  

    役員 

 
（注） 取引条件及び取引条件の決定方針 

      当社は、銀行借入に対して代表取締役阿部洋二より債務保証を受けております。取引金額 

         は、平成23年３月31日の借入残高を記載しております。また、当該保証に対しては、保証料 

         の支払は行っておりません。 

  

(持分法投資損益等)

前事業年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日)

当事業年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日)

(関連当事者情報)

前事業年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日)

種類
会社等 
の名称

事業の内容
又は職業

議決権等の所有
(被所有)割合(％)

関連当事者との関係 取引の内容
取引金額 
(千円)

科目
期末残高
(千円)

役員 阿部洋二 当社代表取締役
被 所 有（直 接）
2.53

債務被保証
当社銀行借入に対す
る債務被保証

508,062 ― ―

当事業年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日)

種類
会社等 
の名称

事業の内容
又は職業

議決権等の所有
(被所有)割合(％)

関連当事者との関係 取引の内容
取引金額 
(千円)

科目
期末残高
(千円)

役員 阿部洋二 当社代表取締役
被 所 有（直 接）
2.55

債務被保証
当社銀行借入に対す
る債務被保証

318,626 ― ―
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(１株当たり情報)

項目
前事業年度

(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

１株当たり純資産額 52,675円 05銭 54,085円 36銭

１株当たり当期純利益または1株当
たり当期純損失（△）

△45,448円 45銭 1,967円 22銭

 なお、潜在株式調整後１株当たり

当期純利益については、当期純損失

のため記載しておりません。

 なお、潜在株式調整後１株当たり

当期純利益については、潜在株式が

ないため記載しておりません。

(１株当たり純資産額の算定上の基 

 礎)

・貸借対照表の純資産の部の合計額

927,080千円

・普通株式に係る純資産額

927,080千円

・普通株式の発行済株式数

18,276株

・普通株式の自己株式数

676株

・１株当たり純資産額の算定に用い 

 られた普通株式の数

17,600株

(１株当たり当期純損失の算定上の

基礎)

・損益計算書上の当期純損失

799,892千円

・普通株式に係る当期純損失

799,892千円

・普通株主に帰属しない金額

 ― 千円

・１株当たり当期純損失の算定に用

いられた普通株式の期中平均株式

数

普通株式       17,600株

(１株当たり純資産額の算定上の基 

 礎)

・貸借対照表の純資産の部の合計額

951,902千円

・普通株式に係る純資産額

951,902千円

・普通株式の発行済株式数

18,276株

・普通株式の自己株式数

676株

・１株当たり純資産額の算定に用い 

 られた普通株式の数

17,600株

(１株当たり当期純利益の算定上の

基礎)

・損益計算書上の当期純利益

34,623千円

・普通株式に係る当期純利益

34,623千円

・普通株主に帰属しない金額

― 千円

・１株当たり当期純利益の算定に用

いられた普通株式の期中平均株式

数

普通株式       17,600株
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資本準備金及び利益準備金の額の減少ならびに剰余金の処分 

当社は、平成22年５月14日および平成22年５月20日開催の取締役会において、平成22年６月22日開催

の定時株主総会に、下記のとおり資本準備金および利益準備金の額の減少について付議することを決

議し、同株主総会にて承認可決されました。 

(1)資本準備金及び利益準備金の額の減少の目的 

  会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金および利益準備金の全額取り崩しを行い、 損

失の補填に充て早期復配体制の実現を目指すものであります。 

(2)減少する準備金の額 

 資本準備金     332,803,360円 

 利益準備金      14,600,000円 

(3)増加する剰余金の額 

 その他資本剰余金  332,803,360円 

 繰越利益剰余金    14,600,000円 

(4)剰余金の処分に関する事項 

 上記のその他資本剰余金を会社法第452条の規定に基づき繰越利益剰余金に振り替えるとともに、

別途積立金の取り崩しを行い、取り崩した金額を繰越利益剰余金に振り替えるものであります。 

   ①減少する剰余金の項目およびその額 

    その他資本剰余金  332,803,360円 

     別途積立金      400,000,000円 

   ②増加する剰余金の項目およびその額 

    繰越利益剰余金   732,803,360円 

(5)減額の日程 

   ①取締役会決議日    平成22年５月14日 平成22年５月20日 

   ②定時株主総会決議日  平成22年６月22日 

   ③減額の効力発生日   平成22年６月22日 

  

該当事項はありません。  

  

(重要な後発事象)

前事業年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日)

当事業年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日)
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① 生産実績   

  当社の主たる業務には生産に該当する事項がありませんので、記載を省略しております。 

  

② 受注実績 

  当期における販売不動産の契約実績は次のとおりであります。 

  

 
(注) 金額には、消費税等は含まれておりません。 

③ 販売実績 

  当期における販売実績は次のとおりであります。 

  

 
(注) 金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

   ①代表者の異動 

    該当事項はありません。 

  ②その他の役員の異動 

   該当事項はありません。 

５．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

期首契約残高 前期比(％) 期中契約高 前期比(％) 期末契約残高 前期比(％)

分譲マンション
事業

数量 
(戸)

9 150.0 150 78.1 11 122.2

金額 
(千円)

260,104 119.2 4,526,431 82.3 299,453 115.1

数量(戸) 前期比(％) 金額(千円) 前期比(％)

分譲マンション事業 148 78.3 4,487,082 82.2

その他事業 ― ― 46,346 113.2

合計 148 78.3 4,533,429 82.5

（２）役員の異動
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